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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第90期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第89期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 9,847,75510,492,62134,813,924

経常利益（千円） 1,496,4511,680,4801,600,131

四半期（当期）純利益（千円） 989,7311,009,464995,280

純資産額（千円） 17,405,74717,996,45417,143,932

総資産額（千円） 54,313,63656,906,22156,529,309

１株当たり純資産額（円） 395.93 409.89 390.26

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.63 23.09 22.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 31.9 31.5 30.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,816,1131,831,2085,962,272

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,399,687△2,115,237△6,920,898

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
91,839△332,5581,248,679

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,483,1051,648,3062,264,893

従業員数（人） 523 531 532

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 531 (133)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 370 (79)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループ連結決算においては、「ガス事業」が当社グループ業績におけるウエイトが高く、当該事業が当社グ

ループの生産、受注及び販売活動の中心となっております。

　以下は、「ガス事業」の主要製品である都市ガスについて記載しております。

(1）生産実績

　ガスの生産実績は次のとおりであります。

区分

当第１四半期連結会計期間
(平成23年１月１日～平成23年３月31日)

数量（千ｍ
3
） 前年同四半期比（％）

製造ガス 16,656 104.0

製品ガス仕入 58,540 98.8

(2）受注状況

　「ガス事業」については、事業の性質上受注生産は行っておりません。

(3）販売実績

　当社は愛知県内の豊橋市、豊川市及び静岡県内の浜松市、磐田市を主な供給エリアとし、ガスを導管により直接需

要家に販売しております。

ガス販売実績

区分

当第１四半期連結会計期間
(平成23年１月１日～平成23年３月31日)　

数量（千ｍ
3
）

前年同四半期比
（％）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

家庭用 25,654 103.5 4,712,525 105.0

業務用 48,933 97.9 3,859,407 103.5

計 74,588 99.7 8,571,933 104.3

１ヶ月平均調定件数 199,409　件　 99.8

調定件数1件当たり

１ヶ月平均販売量
124　ｍ

3 100.0

（注）１　生産量等と販売量との差は貯蔵量、自家使用量及び勘定外ガス量等があるからであります。

２　ガス事業の性質上、販売量において著しい季節的変動があります。

２【事業等のリスク】

     当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

     当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間のガス販売量は、前年同期比0.3％減の7,458万８千㎥となりました。ガス売上高（付随

する受注工事及び器具販売を除く）は、原料費調整制度に基づく販売単価の調整により、同4.3％増の85億７千１百

万円となりました。このガス売上高の増加等により、連結売上高は同6.5％増の104億９千２百万円となりました。

　利益につきましては、家庭用ガス販売量の増加等により、ガス事業の利益が増加したことや、持分法による投資利

益の回復により、経常利益は前年同期比12.3％増の16億８千万円、四半期純利益は同2.0％増の10億９百万円となり

ました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（ガス事業）

　当第１四半期連結会計期間末のお客さま戸数は227,963戸（前期末から84戸の増加）となりました。ガス販売量

は、家庭用につきましては年初の気温が低めに推移したことから、前年同期比3.5％の増加となりました。業務用に

つきましては、工業用の販売量が減少したことから、同2.1％の減少となりました。この結果、ガス販売量全体としま

しては、前年同期比0.3％減の7,458万８千㎥となりました。

　当事業の売上高（付随する受注工事及び器具販売を含む）は、原料費調整制度に基づく販売単価の調整により97

億１千万円、営業利益は16億３百万円となりました。

（不動産事業）

　当事業の売上高は６億２百万円となり、営業利益は１千６百万円となりました。

（その他の事業）

　当事業の売上高は２億７千２百万円となり、営業利益は１千万円となりました。

　

(2）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ３億７千６百万円増加しました。こ

れは主に、建設仮勘定が５億６千１百万円増加、関係会社長期貸付金が８億１千万円増加、受取手形及び売掛金が３

億２千７百万円増加したことに対し、減価償却の進捗により供給設備が３億７千８百万円減少、現金及び預金が６

億１千５百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ４億７千５百万円減少しました。こ

れは主に、短期借入金が５億円増加、未払法人税等が３億３千５百万円増加、１年以内に期限到来の固定負債が２億

３千５百万円増加したことに対し、長期借入金が８億９千７百万円減少、賞与引当金が３億１千９百万円減少した

ことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ８億５千２百万円増加しました。これは

主に、利益剰余金が配当の実施により１億５千５百万円減少し、四半期純利益により10億９百万円増加したことに

よるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

６億１千６百万円減少し、16億４千８百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、18億３千１百万円（前年同四半期は18億１千６百万円の資金の獲得）となりま

した。これは主に、税金等調整前四半期純利益16億８千万円と減価償却費11億３千６百万円等の増加要因と、売上債

権の増加額２億７千７百万円と賞与引当金の減少額３億１千９百万円、法人税等の支払額２億９千９百万円等の減

少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、21億１千５百万円（前年同四半期は23億９千９百万円の資金の使用）となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出12億９千５百万円と関係会社貸付けによる支出８億１千万円に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、３億３千２百万円（前年同四半期は９千１百万円の資金の獲得）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入７億円と短期借入金の純増加額５億円の増加要因と、長期借入金の返済による

支出13億５千７百万円と配当金の支払額１億５千５百万円等の減少要因によるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

 

EDINET提出書類

中部瓦斯株式会社(E04518)

四半期報告書

 7/23



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数 （株）
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数 （株）
（平成23年５月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,659,752 44,659,752
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数は1,000

株であります。

計 44,659,752 44,659,752 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当する事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当する事項はありません。　

　

(4)【ライツプランの内容】

　該当する事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数（千株） 資本金（千円） 資本準備金（千円）
増減数 残高 増減額 残高 増減額 残高

 平成23年１月１日～

平成23年３月31日 
－ 44,659 － 3,162,789 － 1,685,117

 

(6)【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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(7)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 175,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 44,066,000 44,066 －

単元未満株式 普通株式   　 418,752 － －

発行済株式総数 44,659,752 － －

総株主の議決権 － 44,066 －

　　　 

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

中部瓦斯株式会社
愛知県豊橋市駅前大通一丁

目55番地サーラタワー
175,000－ 175,000 0.39

計 － 175,000－ 175,000 0.39

　　　（注）当社の自己保有株式の所有株式数の合計（自己名義所有株式数のみ）は、当第１四半期会計期間末日現在

178,000株であります。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月

最高（円） 219 224 224

最低（円） 215 215 200

　　　（注）最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に

基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則及びガス事業会計規則に基づ

き、当第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平

成23年１月１日から平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則及びガス事業会計規則に基づいて

作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 1,018,183 1,048,107

供給設備 22,279,369 22,658,231

業務設備 3,376,750 3,399,100

その他の設備 5,355,708 5,424,899

建設仮勘定 4,457,446 3,896,336

有形固定資産合計 ※1
 36,487,458

※1
 36,426,674

無形固定資産

無形固定資産合計 1,609,602 1,686,685

投資その他の資産

投資有価証券 9,319,601 9,295,877

関係会社長期貸付金 2,610,000 1,800,000

繰延税金資産 546,531 531,839

その他投資 268,749 267,019

貸倒引当金 △37,222 △37,542

投資その他の資産合計 12,707,660 11,857,193

固定資産合計 50,804,721 49,970,553

流動資産

現金及び預金 1,656,056 2,271,893

受取手形及び売掛金 2,852,505 ※2
 2,524,611

商品及び製品 847,787 943,327

仕掛品 209,605 207,179

原材料及び貯蔵品 176,955 197,243

繰延税金資産 210,936 218,796

その他流動資産 175,906 221,815

貸倒引当金 △28,252 △26,112

流動資産合計 6,101,499 6,558,755

資産合計 56,906,221 56,529,309
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

固定負債

長期借入金 19,234,852 20,132,845

繰延税金負債 48,546 38,195

退職給付引当金 1,682,749 1,659,921

役員退職慰労引当金 196,870 259,470

ガスホルダー修繕引当金 130,292 123,800

その他固定負債 325,668 340,122

固定負債合計 21,618,978 22,554,355

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 5,648,372 5,412,512

支払手形及び買掛金 2,532,700 2,473,591

短期借入金 5,062,000 4,562,000

未払法人税等 755,796 420,702

繰延税金負債 548 3,145

賞与引当金 126,154 445,409

ポイント引当金 81,900 77,700

その他流動負債 3,083,315 3,435,960

流動負債合計 17,290,788 16,831,021

負債合計 38,909,767 39,385,376

純資産の部

株主資本

資本金 3,162,789 3,162,789

資本剰余金 1,688,050 1,688,050

利益剰余金 12,913,976 12,060,207

自己株式 △200,800 △200,219

株主資本合計 17,564,016 16,710,828

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 358,420 354,303

評価・換算差額等合計 358,420 354,303

少数株主持分 74,017 78,799

純資産合計 17,996,454 17,143,932

負債純資産合計 56,906,221 56,529,309

EDINET提出書類

中部瓦斯株式会社(E04518)

四半期報告書

12/23



（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 ※1
 9,847,755

※1
 10,492,621

売上原価 5,007,924 5,514,851

売上総利益 4,839,830 4,977,770

供給販売費及び一般管理費 ※2
 3,274,019

※2
 3,336,049

営業利益 1,565,811 1,641,721

営業外収益

受取利息 173 120

受取配当金 2,755 2,431

持分法による投資利益 － 80,698

受取賃貸料 40,266 39,555

その他 12,235 12,414

営業外収益合計 55,431 135,221

営業外費用

支払利息 92,036 88,167

持分法による投資損失 24,046 －

その他 8,708 8,294

営業外費用合計 124,791 96,461

経常利益 1,496,451 1,680,480

税金等調整前四半期純利益 1,496,451 1,680,480

法人税等 493,473 675,798

法人税等調整額 7,191 －

法人税等合計 500,664 675,798

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,004,681

少数株主利益又は少数株主損失（△） 6,054 △4,782

四半期純利益 989,731 1,009,464
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,496,451 1,680,480

減価償却費 1,088,702 1,136,869

長期前払費用償却額 978 968

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,418 1,819

賞与引当金の増減額（△は減少） △303,693 △319,254

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,500 4,200

ガスホルダー修繕引当金の増減額（△は減少） 6,606 6,491

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,193 22,827

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △204,165 △62,600

受取利息及び受取配当金 △2,928 △2,552

支払利息 92,036 88,167

持分法による投資損益（△は益） 24,046 △80,698

売上債権の増減額（△は増加） △327,927 △277,619

たな卸資産の増減額（△は増加） △60,834 113,402

仕入債務の増減額（△は減少） 296,325 53,697

未払消費税等の増減額（△は減少） 66,678 182,232

その他 97,669 △382,265

小計 2,302,056 2,166,167

利息及び配当金の受取額 55,860 58,669

利息の支払額 △96,090 △94,397

法人税等の支払額 △438,612 △299,265

その他 △7,100 33

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,816,113 1,831,208

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,299,651 △1,295,496

有形固定資産の売却による収入 － 184

無形固定資産の取得による支出 △224,210 △9,185

投資有価証券の取得による支出 △11,925 －

投資有価証券の売却による収入 37,362 －

関係会社貸付けによる支出 △900,000 △810,000

その他 △1,261 △739

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,399,687 △2,115,237

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,100,000 500,000

長期借入れによる収入 400,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △1,187,470 △1,357,893

配当金の支払額 △200,472 △155,833

リース債務の返済による支出 △19,614 △18,250

その他 △604 △581

財務活動によるキャッシュ・フロー 91,839 △332,558

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △491,734 △616,587

現金及び現金同等物の期首残高 1,974,839 2,264,893

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,483,105

※1
 1,648,306
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 １.資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。なお、これによる損益への影響はありません。

２.「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に

関する当面の取扱い」の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）

を適用しております。なお、これによる損益への影響はありません。　

　

 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであ

ります。

減価償却累計額 　 84,963,917　 千円

 

　２　　　　　────────────　　　　　

 

 

 

 

 

 

 

 

　３　偶発債務

金融機関よりの借入金に対する債務保証

静浜パイプライン㈱ 2,635,000　 千円

豊橋ケーブルネット

ワーク㈱
181,000　 千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであ

ります。

減価償却累計額 　 83,962,158　 千円

 

※２　連結会計年度末日満期手形

連結会計年度末日が金融機関の休業日である場合

の処理については、手形交換日に入出金の処理を

する方法によっております。当連結会計年度末日

は、休業日のため次のとおり連結会計年度末日満

期手形が、連結会計年度末残高に含まれておりま

す。

受取手形 4,580　 千円

 

　３　偶発債務

金融機関よりの借入金に対する債務保証

静浜パイプライン㈱ 1,960,000　 千円

豊橋ケーブルネット

ワーク㈱
195,200　 千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　ガス事業が、売上高の大半を占めているため、事業の

性質上気温等の影響により、著しい季節的変動があ

ります。

※２　供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 121,868 千円

退職給付費用 77,623  

役員退職慰労引当金繰入額 5,535  

ガスホルダー修繕引当金繰

入額 
6,606  

貸倒引当金繰入額 3,390  

減価償却費 986,901  

 

※１　ガス事業が、売上高の大半を占めているため、事業の

性質上気温等の影響により、著しい季節的変動があ

ります。

※２　供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 123,154 千円

退職給付費用 79,214  

役員退職慰労引当金繰入額 4,870  

ガスホルダー修繕引当金繰

入額 
6,491  

貸倒引当金繰入額 1,955  

減価償却費 1,039,356  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,493,105　 千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△10,000　 　

現金及び現金同等物 1,483,105　  

  

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,656,056　 千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△7,750　 　

現金及び現金同等物 1,648,306　  

  

 

（株主資本等関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 44,659,752株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 934,783株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当する事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月10日

取締役会
普通株式 155,694 3.50平成22年12月31日平成23年３月７日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日～平成22年３月31日）

 
ガス事業
（千円）

器具及び
工事事業
（千円）

不動産事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に

対する売上高
8,202,3901,018,222317,875309,2669,847,755 － 9,847,755

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

12,556 306 72,421 600 85,883(85,883) －

計 8,214,9471,018,529390,296309,8669,933,639(85,883)9,847,755

営業利益（又は

営業損失）
2,084,17318,635(2,078)27,1262,127,857(562,046)1,565,811

　（注）１　事業区分は、主としてガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっております。

２　各事業区分に属する主要な製品等の名称

事業区分 各区分に属する主要な製品等の名称

ガス事業 ガス

器具及び工事事業 ガス機器、ガス工事

不動産事業 不動産の賃貸、売買及び仲介等

その他の事業 電気・冷温水、建設残土処理、スポーツクラブ

 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（平成22年1月１日～平成22年３月31日）

在外連結子会社及び在外事業所がないため、開示の対象となる事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日～平成22年３月31日）

　海外売上高がないため、開示の対象となる事項はありません。
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【セグメント情報】

　１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、主に都市ガス事業（付随する工事及び器具販売を含む）、不動産事業等を行っており、製

品・サービス別のセグメントである「ガス事業」、及び「不動産事業」の２つを報告セグメントとしており

ます。

　「ガス事業」は、ガスの製造、供給及び販売、ガス供給のための配管工事及びガス器具販売を行っており

ます。　

　「不動産事業」は、不動産の賃貸、売買及び仲介等を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　当第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日～平成23年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 

　

報告セグメント　
その他

(注)１
合計

調整額

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３　
ガス事業 不動産事業 計

売上高       　

　外部顧客への売上高 9,696,742   524,39610,221,139271,48210,492,621－ 10,492,621

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
13,47777,82291,299 600 91,899△91,899 －

計 9,710,220602,21910,312,439272,08210,584,521△91,89910,492,621

セグメント利益 1,603,95716,7381,620,69510,5351,631,23110,4891,641,721

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントには含まれない事業セグメントであり、電気及び冷温水の　　

　

　　　　供給事業、建設残土処理事業、スポーツクラブ事業を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額10,489千円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

　第20号　平成20年３月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 409.89円 １株当たり純資産額 390.26円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 22.63円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 23.09円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 989,731 1,009,464

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 989,731 1,009,464

期中平均株式数（千株） 43,736 43,726

  

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　　 （剰余金の配当）

　平成23年２月10日開催の取締役会において、第89期（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）の期末配当に

関し、次のとおり決議し、配当いたしました。

　①期末配当による配当金の総額……………………………155,694千円

　②１株当たり金額……………………………………………3円50銭

　③支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………平成23年３月７日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月13日

中部瓦斯株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　惠一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田宮　紳司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部瓦斯株式会社の

平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中部瓦斯株式会社及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　（注）２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年５月12日

中部瓦斯株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　惠一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田宮　紳司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部瓦斯株式会社の

平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中部瓦斯株式会社及び連結子会社の平成23年３月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　（注）２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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